
東部ブロック発表「現状の課題とその解決方法について」概要 

 

１ テーマ設定について 

今年度は東部ブロックでは、全体交流会に向け協議会でテーマについて議論した。 

「現状の課題とその解決方法について」「コロナ禍で学んだことから、必要イベント復活させる」「今後の

活動にデジタル活用を取り入れる」と 3つのテーマが選出しました。 

新型コロナウイルス感染症が 5 類になり各分館で、様々なイベントが開かれるようになりましたが、

まずは、状態と再認識が必要との結論と「現状の課題とその解決方法について」を設定しました。 

 

２ 発表までの過程 

設定したテーマ「現状の課題とその解決方法について」を基に、7月に各公民分館から分館長プラス 2

～3人が集まり、8グループ（3～4人）に分かれワークショップを行い、様々な意見や情報交換を行い、

発表しました。9 月には、発表で出た重要な項目を抽出し、項目ごとに「現状はどうだったか」「どこが

課題」を考えているかについて意見交換し、各分館に次回 11 月までの宿題「今後の各公民分館の改善、

努力、工夫」としました。11 月には、宿題内容の発表を行い、その内容をまとめて議論したものを東部

ブロックの発表の内容とした。 

 

３ 議論の項目 

（１）分館のスタッフの労力・負担を減らす 

①学校の管理職の公民分館への理解について 

②PTA役員とのつながり 

③業務の外注（広報等の印刷、配布・キッチンカーなど） 

④分館事業の再編（他団体との共催）について 

（２）地域団体との連携 

①PTA等（他団体）との連携 

②多世代が参加できる活動 

（３）情報発信等について 

①情報発信・IT化等 

②分館の存在のアピール 

（４）その他 

①地域により分館立ち位置が異なっている 

②人材育成 

４ 今後について 

今回の発表に関して、これまでの話合いを通じて、今後の課題、目標がはっきり認識できたので、それ

らを元に公民分館活動を前進させたい。 


